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仕 様 書 

 

Ⅰ 基本事項  

 

１ 事業名 

  高知市立初月小学校・泉野小学校給食調理等業務委託事業 

 

２ 施設の所在地及び名称 

 所在地   高知市南久万128  高知市東秦泉寺788 

 施設名  高知市立初月小学校  高知市立泉野小学校 

 

３ 履行期間 

  令和７年４月１日から令和12年３月31日まで（５年間） 

 

４ 基本食数 

  学年別学級数及び給食基本食数は別表１のとおりとする。 

 

５ 給食実施日及び業務日数 

⑴ 給食実施日は，日曜日，土曜日，国民の休日に関する法律に規定する休日及び長期休業期間を除 

く日とする（参考 令和５年度 194日）。 

⑵ ⑴にかかわらず，学校の行事等により指定された日は給食実施日とする。 

⑶ 業務日数は，給食実施日に，給食実施日の物資の受取（検収），研修等への参加，各学期の給食開 

始前と終了後の清掃及び設備，備品等の点検等に要する日数を加えたものとする。 

 

６ 業務時間 

業務時間は，原則として学校給食調理業務等にかかる時間とし，事業を委託した者（以下「委託者」 

という。）の許可する時間帯とする。 

 

７ 基本条件 

⑴ 委託業務の内容は，次のとおりとする。 

ア 調理業務（検収含む） 

イ 受渡（給食ワゴン等運搬含む） 

ウ 食器，食缶，調理機器等の洗浄消毒業務 

エ 残食等の処理業務 

オ 施設及び設備（調理，受渡業務等に係る部分）の清掃，管理，点検及び簡易な修繕業務 

カ 衛生管理業務 

キ 前各号に掲げる業務に附帯する業務 

【参考】本委託業務に含まない業務は，献立作成業務，食材調達業務，給食費徴収等業務，施設設備  

等保守点検維持管理業務（日常の保守点検，維持管理業務を除く。）とする。 

⑵ 事業を受託した者（以下「受託者」という。）は，専門的技術や経験を生かし，安全で衛生的な調 

理等業務を行うとともに，教育の場での食事の提供である事を十分に理解し，常にサービス向上に 

向けた取組に努めること。 

⑶ 業務の履行に当たっては，学校給食法（学校給食衛生管理基準を含む），食品衛生法その他の関係 

法令，学校給食調理場における手洗いマニュアル，調理場における洗浄・消毒マニュアル，調理場 



における衛生管理＆調理技術マニュアル，学校給食における食物アレルギー対応指針（以上，文部 

科学省関係）及び大量調理施設衛生管理マニュアル（厚生労働省関係）並びに高知市学校給食衛生 

管理マニュアル（以下「市衛生管理マニュアル」という。）等，関連する法令等を遵守すること。 

⑷ 委託者は，受託者が実施する業務について，定期又は随時に評価を行う。 

⑸ 受託者は委託者の所有する施設，設備，器具等を使用すること。使用に当たっては，あらかじめ 

使用説明を受けること。また，目的外の使用は一切禁止する。 

設備等の一覧は，別表２のとおりとする。 

⑹ 受託者は，施設の設備，備品等を適正に管理するとともに，受託者の過失又は故意による破損， 

故障等については，受託者の責任において原状回復すること。 

⑺ 受託者は，委託者が使用を許可した室を，従事者の事務作業や食事，休憩等のための室として使 

用することができる。 

⑻ 受託者は，事務作業のための事務用品（パソコン，複写機等），電話機（取付工事含む。）等，必 

要に応じて物品を備えることとし，当該物品に係る経費は受託者の負担とする。ただし，電気代等 

の施設に附随するもの（電話に係るものは除く）については，この限りではないが適正な使用に努 

めること。 

 

８ 災害時の対応 

⑴ 受託者は，自然災害等により緊急な対応が必要なときは，委託者との協議に基づき，誠意をもっ 

て協力，対応すること。 

⑵ 地震，風水害等災害時に避難場所が開設され，炊き出し等が実施されるときは，委託者の要請に 

応じること。この場合の費用は，別途協議とする。 

⑶ 受託者は，災害その他の事由により，本委託業務の全部又は一部の履行が困難となったときは， 

本仕様書，発注書及び関係法令等をもって速やかに履行保証人に引き継ぐこと。この場合，教育委 

員会，受託者及び履行保証人の三者で協議の上，迅速に対応するものとする。 

 

９ 事故等への対応等 

  受託者は，緊急に判断が必要とされる事態が生じたときは，速やかに委託者へ連絡するとともに， 

受託者の責任において業務が完全に履行されるよう代替策を講じること。また，食中毒等事故発生時 

に迅速に対応できるよう，食中毒等事故発生時の連絡体制（様式Ｃ－⑤）を作成し，委託者に提出す 

ること。 

 

10 立入検査等の協力 

委託者が実施する衛生検査及び学校薬剤師による指導，高知市保健所の食品衛生監視指導計画に基 

づく監視指導等に協力すること。 

 

11 学校・行事等への協力 

⑴ 受託者は，日々の学校給食が生きた教材であることを理解し，学校における食に関する指導及び 

高知市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の食育や地産地消の取組等，学校・行事等に対し 

て協力すること。 

⑵ 受託者は，学校及び教育委員会の経営方針を十分に理解し，教職員，児童，保護者及び来訪者等 

との良好な関係の構築に努めること。また，周辺地域住民，各種業者と常に良好な関係を維持する  

よう努めること。 

⑶ 受託者は，学校又は教育委員会が残食調査，アンケート等を実施するときは，誠意をもって協力 

すること。 

⑷ 受託者は，学校に設置される給食運営委員会に参加し，業務の円滑な運営に努めること。 



⑸ 受託者は，学校が栄養教諭等の教育実習等を受け入れる場合は，調理室内の見学等，業務に支障 

のない範囲で対応すること。 

⑹ 受託者は，委託者から会議等への出席を求められた場合は，協力すること。 

⑺ 受託者は，委託者が行う防災訓練等に協力すること。 

 

12 準備期間（履行開始前）の業務 

  受託者は，人員体制，備品の種類及び数量，作業工程及び時間，個別対応の内容，受渡の確認等，

業務開始に向け，学校との連携を含め必要な準備を行うこと。また，この費用は受託者の負担とする。 

 

 

Ⅱ 実施体制等  

13 従事者の配置 

⑴ 受託者は，調理等業務に従事する者として，次表に掲げる者を配置し，ア，イに掲げる者は，常 

勤とすること。また，人員の確保に当たっては，業務を円滑に行うために適正な人数を配置すると 

ともに，「８災害時の対応」に遅滞なく対応できるよう，可能な限り近隣住民の継続的な雇用に努め 

ること。 

ア 業務責任者 

（１名） 

 

栄養士の資格を有し，学校給食施設及び保育所給食施設で１年以上の

経験のある者であって，学校及び教育委員会等との連絡，調整，仕様書

に沿った業務の履行等業務全般を把握し，他の従事者を指揮監督する

者 

イ 業務副責任者 

（１名） 

 

栄養士又は調理師の資格を有し，学校給食施設で１年以上の経験のあ

る者であって，業務責任者の業務を補佐し，業務責任者が不在の時はそ

の職務を代行する者 

ウ 食品衛生責任者 

 

関係法令に基づき食品の安全管理に留意し，業務が衛生的に行われる

よう従事者の衛生教育を行う者 

業務責任者又は業務副責任者を兼ねることができるものとする。 

エ 調理等業務従事者 

 

調理及び衛生管理等の知識を十分身につけた者 

配膳室等で児童への給食等の受渡を行う者 

⑵ 従事者に関する諸届は，次のとおりとする。 

提出時期 様式番号 様 式 名 

年度当初 

様式Ｃ－① 従事者届出書 

様式Ｃ－② 従事者の勤務体制計画書 

様式Ｃ－⑤ 食中毒等事故発生時の連絡体制 

随時 
様式Ｃ－③ 従事者変更届出書 

様式Ｃ－⑥ 研修実施届 

年度当初及び随時 

様式Ｃ－④ 臨時従事者届出書 

－ 健康診断結果（写） 

－ 検便検査結果（写） 

⑶ 受託者は，履行開始１か月前までに従事者届出書（様式Ｃ－①）を委託者に提出すること。その 

際，届出前１年以内の健康診断結果の写しと届出前２週間以内の検便検査結果の写しも提出するこ 

と。有資格者にあっては，資格の免許等の写しを添付すること。また，併せて従事者届出書に基づ 

いた勤務体制計画書（様式Ｃ－②）を提出すること。 

⑷ 受託者は，業務責任者，業務副責任者に変更が生じたときは変更する１か月前までに，その他の 

従事者に変更が生じたときはその都度事前に，従事者変更届出書（様式Ｃ－③）を委託者に提出す 



ること。なお，調理等業務従事者、受渡業務従事者に緊急の変更が生じたときは，あらかじめ臨時 

従事者届出書（様式Ｃ－④）を委託者に提出し，その中から従事させることができるものとする。 

⑸ 原則，従事者届出書（様式Ｃ－①，③，④）により届け出た業務責任者その他従事者は，当該学 

校勤務とすること。 

 

14 研修及び指導助言者の確保等 

⑴ 受託者は，従事者に学校給食における調理の役割を認識させ，求められる衛生管理，調理にかか 

る知識や技術の習得，資質の向上を図るために研修，指導を積極的に行うこと。 

⑵ 受託者は，業務の履行場所が教育機関の一つであることを認識し，人権や交通安全等の研修を積 

極的に行うこと。 

⑶ 受託者は，従事者に研修を実施した後，研修実施届（様式Ｃ－⑥）を委託者に提出すること。ま 

た，調理等業務にかかる衛生管理（作業工程表，作業動線図の理解を含む），調理技術（各種機械器 

具の安全な取扱いを含む），食物アレルギー対応等の研修を受講した者を当該業務に従事させるこ 

と。 

⑷ 受託者は，委託者が実施する給食に関する研修等に従事者を参加させることができる。 

⑸ 受託者は，調理等業務に関し，専門的な立場から必要な指導を行うことのできる管理栄養士等の 

 指導者を確保し，従事者が日常的に指導助言を受けられる体制を整備すること。 

 

 

Ⅲ 業務内容  

15 委託業務の概要 

⑴ 委託する業務は，「７基本条件⑴」の各項の業務であって，別表３の受託者欄に○印を記した業務 

とする。 

⑵ 業務の履行に当たって使用する様式等は，次のとおりとする。 

ア 発注書等 

様式番号 様 式 名 

様式Ａ－① 学校給食実施計画表（年間） 

様式Ａ－② 学校給食実施計画表（月間） 

様式Ａ－③ 給食予定日・食数変更連絡票 

様式Ａ－④ 調理等業務発注書 

様式Ａ－⑤ 調理等業務変更発注書（実施献立の変更） 

様式Ａ－⑥ 食物アレルギー等個別対応発注書  

イ 各種様式・報告書等 

様式番号 様 式 名 

様式Ｂ－① 業務計画書（月間） 

様式Ｂ－② 業務完了報告書（日報） 

様式Ｂ－③ 衛生管理チェックリスト-学校給食日常点検票- 

様式Ｂ－④ 検収票 

様式Ｂ－⑤ 温度等管理票 

様式Ｂ－⑥ 業務完了報告書（月報） 

様式Ｂ－⑦ 調理等従事者一覧票 

様式Ｂ－⑧ 衛生管理チェックリスト-個人別記録票- 

様式Ｂ－⑨ 青果品質連絡票 

様式Ｂ－⑩ 保存食簿 



様式Ｂ－⑪ 冷蔵庫・冷凍庫・食品庫温度管理票 

様式Ｂ－⑫ 献立連絡票  

様式Ｂ－⑬ 業務実施報告書（月報） 

様式Ｂ－⑭ 委託業務完了届（月報） 

様式Ｂ－⑮ 異物混入報告書 

様式Ｂ－⑯ 事故等報告書（受託校用） 

様式Ｂ－⑰ 事故等報告書（他事業所用） 

様式Ｂ－⑱ 高知市個人情報取扱委託業務に関する個人情報取扱状況報告書 

⑶ 業務の履行に当たっては，学校の行事予定等に基づき，実施前には，月毎に業務計画書（月間）

（様式Ｂ－①）を，実施後には，業務完了報告書（日報）（様式Ｂ－②），業務実施報告書（様式Ｂ

－⑬）及び業務完了報告書（月報）（様式Ｂ－⑥）を委託業務完了届（様式Ｂ－⑭）に添付し，所

定の期日までに委託者に提出すること。 

⑷ 受託者は，本委託業務に関して委託者から資料の提出を求められた場合は，遅滞なくこれに応じ 

ること。 

⑸ 調理等業務は，衛生管理を徹底し，委託者が作成する献立及び発注書並びに学校給食衛生管理基 

準及び市衛生管理マニュアルに沿って実施すること。委託者が改善を求めたときは，速やかに対応 

すること。 

⑹ 食材料は，公益財団法人高知市学校給食会が購入する食材料を使用すること。 

⑺ 食物アレルギー等特別な配慮の必要な児童への給食についても対応すること。 

⑻ 業務上必要な発注書，計画書，報告書様式，従事者に関する諸届等は，定められた様式を使用す 

ること。 

 

16 具体的な業務の内容 

⑴ 業務責任者は，学校が示す発注書により，作業工程表及び作業動線図を１週間前までに作成する 

こと。また，調理等業務に変更が生じた場合は，実際の内容を記入すること。なお，発注書の内容  

に疑義のあるときは，速やかに学校に申し出ること。 

⑵ 業務責任者は，円滑な業務の履行及び事故防止のため，従事者に対して業務内容の説明，注意事 

項等の徹底等，前日までに業務の打合せを行うこと。 

⑶ 食材料の検収，検査用保存食の採取及び保管については，次のとおり対応すること。 

ア 食材料の検収及び保管については，高知市学校給食用物資納品規格集に沿って行い，検収結果 

は，検収票（様式Ｂ－④）及び青果品質連絡票（様式Ｂ－⑨）に記録すること。 

イ 検査用保存食は，市衛生管理マニュアルに沿って保存することとし，原材料は洗浄，消毒を行 

わず納品された状態で，調理済食品は料理毎（釜別）に配膳後の状態で50ｇ以上を採取して，マ 

イナス20℃以下で保存すること。 

ウ 冷蔵庫等の温度及び湿度については，冷蔵庫・冷凍庫・食品庫温度管理票（様式Ｂ－⑪）に記 

録すること。毎月末には，フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律に基づく業務   

用冷凍冷蔵庫の点検を行い，記録すること。 

エ 検査用保存食の保存期間は，２週間とする。 

オ 保存食の採取及び廃棄は，その都度保存食簿（様式Ｂ－⑩）に記録すること。 

⑷ 調理等業務については，次のとおりとする。 

ア 調理等業務は，献立表，発注書，作業工程表，作業動線図に沿って行うこと。 

イ 業務責任者は，児童等が調理後２時間以内に喫食できるように調理作業を行うこと。また作業 

に当たっては，衛生管理を徹底し，温度等管理票（様式Ｂ－⑤）等，必要な記録をその都度行う 

こと。 



ウ 委託者は，配缶前に受託者の立会いのもと調理の完了検査を行うものとする。 

エ 業務責任者は，教育委員会及び学校が指定する時間及び場所に検食用の給食を準備すること。 

オ 献立変更等により業務に変更が生じたときは，委託者の発注に誠意を持って対応し，業務を履 

行すること。日々の献立については，献立連絡票（様式Ｂ－⑫）に意見等を記入すること。 

カ 受託者は，食材料や給食への異物の混入を発見したときは，速やかに異物混入報告書（様式Ｂ 

－⑮）を委託者に提出すること。また，調理過程において異物混入や不適当な食材を発見した場 

合は，直ちに委託者に報告し，適切に対応すること。 

キ 受託者の責めによる食材料等の損失については，受託者がその費用を弁済するものとし，事故 

等報告書（様式Ｂ－⑯）を委託者に提出するものとする。 

ク その他業務について事故があった場合も，事故等報告書（様式Ｂ－⑯）を委託者に提出するこ 

と。 

ケ 委託者は，調理等業務の履行の確認について随時検査を行うことができるものとする。業務責 

任者は，委託者が行う検査に必ず立ち会うこと。 

⑸ 食物アレルギー等個別対応食の実施は，次のとおりとする。 

ア 食物アレルギー等個別対応食については，教育委員会及び学校の発注のとおり対応すること。 

イ 食物アレルギー等個別対応食の調理は，原因食物の接触を防ぐ等細心の注意を払うこと。 

ウ 調理した食物アレルギー等個別対応食は，他の料理等と接触，混同することのないよう細心の 

注意を払うとともに，配膳室，教室等で確実に受取等が確認できるよう確認票を付するなど明示 

して受渡すること。 

エ 食物アレルギー等個別対応食を担当する調理従事者は，原因食物を扱わない等細心の注意を払 

うこと。 

⑹ 配缶等に関する業務については，次のとおりとする。 

ア 業務責任者は，食器及び配食用器具等を学級毎に専用のカゴに入れること。 

イ 業務責任者は，調理をできるだけ給食時間の直前に仕上げ，学級毎に計量し，配缶すること。 

ウ 業務責任者は，食器及び食缶等を給食ワゴン等（又はカウンター）の所定の位置に配置するこ 

と。 

⑺ 給食の受渡し業務は，次のとおりとする。 

ア 喫食前の業務は，次のとおりとする。 

・児童等が取りやすいように給食ワゴン等に食缶，食器かごの配置 

・牛乳業者が配送する牛乳の検収及び学級別の仕分 

・パン給食の場合にあっては（月４回程度），パン業者が配送するパンの検収及びパン箱の配置 

・米飯給食の場合にあっては（週４回程度），炊飯業者が配送するパンの検収及びケースの配置 

  イ 給食ワゴン等運搬・受渡し時の業務は，次のとおりとする。 

   ・学校があらかじめ示す場所に，指定された時間に給食ワゴン等を配置すること。 

・給食ワゴンを運搬する際は児童の安全確認を行うこと。   

・給食ワゴン等見守り時間帯，立会場所等については，学校と協議の上対応すること。 

・食物アレルギー等個別対応食を確実に受渡すこと。 

  ウ 喫食後の業務は，次のとおりとする。 

・学級から所定の場所に返却された給食ワゴンを調理場に運搬し，食器，食缶等を調理場内の洗 

浄エリアに取り込むこと。 

・牛乳がパックの場合，牛乳が漏出することのないよう廃棄すること。また，牛乳が瓶の場合， 

学校が示す返却方法に従い，処理すること。 

・給食ワゴン配置場所・給食リフト周辺の清掃，消毒及び整理整頓を行うこと。 

⑻ 食器等の洗浄，消毒及び保管 

ア 食器及び食缶等の洗浄，消毒，保管は，衛生管理を徹底し，市衛生管理マニュアルに沿って行 



うこと。 

イ 洗浄後は，各学級別に数量を確認し，専用の消毒保管装置による消毒保管を行うこと。 

ウ 洗浄後の食器及び食缶等については，汚れの取り残し，破損の有無を確認すること。 

エ 食器，食缶及び各種調理設備機器等の洗浄及び消毒に使用する洗浄剤等は，人的，環境的に適 

切な規定濃度で使用し，適切に保管すること。 

オ 洗浄剤，薬剤等に係る経費は，受託者の負担とし，洗浄剤等の使用に当たっては，事前に教育 

委員会に届け出ること。 

⑼ 残食等の計量及び処理業務等 

ア 毎日の残食及び厨芥等の廃棄物の処理は，委託者の定めた方法で行うこと。 

イ 残食及び厨芥等の廃棄物は，所定の場所で，蓋のある所定の容器に入れ，他へ汚染，汚臭が広 

がることがないようにし，かつその周辺を清潔にしておくこと。 

ウ 残食等の記録は，返却時に，定められた方法で主食，副食別に毎日計量し，記録すること。ま 

た，結果を毎日の業務に役立てること。 

⑽ 施設，設備の清掃及び日常点検 

ア 受託者は，毎日，施設，設備の清掃及び整理整頓を市衛生管理マニュアルに沿って行うととも 

に，衛生管理チェックリスト（様式Ｂ－③）によって点検を行い，記録すること。 

イ 使用水の検査については，次のとおりとする。 

(ｱ) 常勤者が出勤後すぐに手洗い場所，下処理室，調理室等の蛇口を開き，５分間流水すること。 

(ｲ) 調理作業前及び終了後，調理する水の遊離残留塩素の検査を行うこと。 

(ｳ) 検査の結果，遊離残留塩素が0.1 ㎎／ℓ未満の場合は，委託者に連絡するとともに再検査を 

行い，その上で適と判断した水を使用すること。 

ウ 施設，設備の定期清掃は，各機器の取扱い説明書や市衛生管理マニュアルに沿って行うこと。 

また，点検及び使用中に異音，異臭等異常を感じた場合は，速やかに委託者に報告すること。 

エ 各学期の最終の給食実施日以降の数日及び各学期の最初の給食実施日以前の数日並びに修繕 

等で指定する日は，清掃，消毒，点検及び整理整頓を行うこと。 

オ 調理業務を行う室だけではなく，通常使用する出入口，廊下，休憩室，更衣室，トイレ等につ 

いても，毎日清潔に保つこと。また，調理場周辺についても同様に，環境整備に努めること。 

⑾ 施設，設備，機器等使用物品の管理業務等 

ア 調理，清掃業務等に使用する水，電気，ガス等については節減に努めること。 

イ 受託者は，使用した機器等の電源の切断，照明の消灯，ガス，上水道の元栓の閉鎖，各窓や出 

入口の施錠を行うとともにその他異常の有無等の点検確認を行うこと。 

ウ 受託者は，火災，盗難等が発生しないよう注意すること。 

エ 受託者は，使用する施設，設備，機器等の簡易な修繕を行うなど，毎日適正に保守管理すると 

ともに，破損等が生じた場合は，速やかに委託者に報告し，必要に応じて協議する 

こと。なお，受託者の責めに帰すべき理由による場合は，その修復等に係る経費は受託者の負担 

とする。 

オ 委託者が設置している機器等の改造等は原則認めない。ただし，委託者が承認する場合は，原 

則契約期間満了時に原状回復することとして，受託者の経費負担により改造等を行うことができ 

るものとする。 

カ 厨房機器，食器及び食缶，その他調理場に配置している物品等の目的外使用はしないこと。 

⑿ 完了報告 

ア 受託者は，１日の業務終了時に，業務完了報告書（日報）（様式Ｂ－②）を作成し，指定する記 

録を添付すること。また，毎月末には，業務完了報告書（月報）（様式Ｂ－⑥）を作成し，指定 

する記録を添付すること。 

イ アにより確認した結果，業務に不備がある場合は，受託者の負担において直ちに対処すること。 



 

Ⅳ 服務規律及び安全衛生  

17 服務規律 

受託者は，勤務場所が教育機関であることを踏まえ，従事者に対し服装や行動に留意すること及び 

業務に適した服装及びネームプレート等の着用を徹底させること。 

 

18 労働安全衛生 

⑴ 従事者の健康管理 

ア 受託者は，従事者に対し労働安全衛生法に定める健康診断を実施し，結果を委託者に報告する 

こと。 

イ 受託者は，従事者に対し検便検査を実施し，結果を委託者に報告すること。検便検査には，月 

 ２回（各回の間隔は15 日程度あけること）サルモネラ，腸チフス，パラチフス，赤痢及び腸管出 

 血性大腸菌（Ｏ26，Ｏ111，Ｏ157）の細菌検査と必要に応じてノロウイルス検査を含めること。 

ウ 受託者は，ア及びイの検査結果又は下痢症状，発熱，外傷，皮膚疾患その他感染性疾患等で食 

品衛生上支障を来たす恐れがある者を調理業務に従事させてはならない。 

エ 従事者は，健康状態に常に注意し，毎日，衛生管理チェックリスト－個人別記録票－（様式Ｂ 

－⑧）に記録すること。 

オ  その他，市衛生管理マニュアルに沿って対応すること。 

⑵ 従事者の衛生管理 

ア 身体，衣服は常に清潔にし，調理場では清潔な調理衣，帽子，前掛，マスク等を着用すること。   

また，作業区域ごとに専用の履物を用い，室外と兼用しないこと。 

イ 業務に従事するときは，作業内容に応じて専用の前掛，履物等を着用すること。また，交差汚 

染を防ぐため汚染区域と非汚染区域，作業別に使い分けをすること。 

ウ 爪は短く切り（マニキュアもしないこと。），作業中は，香水，時計，指輪，ネックレス，ブレ 

スレット，ピアス等のアクセサリーはしないこと。つけまつげ（エクステンション含む）等，落 

下等により料理に混入する恐れのある化粧はしないこと。 

エ 手洗いは，学校給食調理場における手洗いマニュアルに沿って行うこと。 

オ 調理業務を行う室においては，私物の持ち込みその他食品衛生上支障となる行為はしないこと。 

⑶ 事故の防止 

受託者は，業務履行に当たり事故防止対策マニュアル等を策定し，従事者の労働安全に努めるこ 

と。 

 

 

Ⅴ 経費負担区分，リスク区分  

19 経費負担区分，リスク区分 

⑴ 経費負担区分は，別表４のとおりとする。これに該当しない事項については別途協議とする。 

⑵ リスク区分は，別表５のとおりとする。これに該当しない事項については別途協議とする。 

⑶ 受託者は，本委託業務の履行において，受託者の責めに帰すべき事由により委託者又は第三者に 

対して損害を与えた場合は，その賠償の責めを負うこと。 

 

 

Ⅵ 損害賠償等  

20 損害賠償責任 

受託者は，調理等業務委託の実施に当たり，食中毒や事故等の発生時の対応として，生産物賠償責 

 任保険に加入することとし，次に掲げる事項に該当し，委託者に損害を与えたときは，受託者は委託 



者に損害賠償をしなければならない。 

⑴ 故意又は過失により食中毒の原因となる細菌，ウイルスその他健康被害の起こりうる物質を学校 

給食に混入したとき。 

⑵ 故意又は過失により原材料，施設設備及び備品等を損壊，紛失又は遺棄等したとき。 

 

21 履行保証人  

委託者が受託者の責めに帰する事由により事業の継続が困難であると判断したときは，受託者は， 

速やかに履行保証人に業務を引き継ぐこと。この場合の委託料は，当該年度の委託料総額からすでに 

受託者に対し支払った費用及び事業中断により委託者が被った損害のうち受託者から賠償を受けて

いない額を減じた額とする。 

なお，履行保証人による業務実施期間は，契約残期間とする。 

 

 

Ⅶ その他  

22 特記事項 

⑴ 本委託業務は，高知市公共調達条例（平成24年条例第４号）に規定する「特定業務委託契約」に 

該当するものであること。 

⑵ 関係法令の改正，通知その他により，仕様等の変更が発生することがある。 

⑶ 上記の場合を含め，本仕様書，発注書及び市衛生管理マニュアル等に定めのない事項または疑義 

が生じた場合は，委託者と受託者で別途協議の上，誠意をもって協力，対応していくものとする。 

⑷ 受託者は，本委託業務について再委託しないこと。 

⑸ 受託者は，本委託業務とは別に実施している業務において，食中毒等の事故が発生した場合は， 

事故報告書（他事業所用）（様式Ｂ－⑰）を速やかに委託者に提出し，業務の改善策を提示すること。 

⑹ 受託者は，業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。また，本委託業務及び個人の情報は 

保管場所を定めた上で適正に管理するとともに，これらの情報及び帳票類を持ち出してはならない。 

⑺ 敷地内は，禁煙とする。 

⑻ 従事者は学校内に駐車できないため，受託者が駐車場を準備すること。やむを得ず学校内へ車を 

乗り入れる場合は，児童の安全確保の面から，事前に委託者の許可を得ること。 

⑼ 受託者は，契約期間満了のとき又は契約期間中において契約が解除されたときは，施設，設備， 

器具等について経年又は通常の使用による損耗を除き，原状回復すること。また，次の受託者が， 

円滑かつ確実に業務を履行できるよう，次の委託業務開始日までに引き継ぎを行うこと。この場合 

において，委託者又は次の受託者から協力要請があるときは，本委託業務に支障が生じないように 

積極的に協力すること。 

⑽ 受託者は，委託者が調理室等を使用した研修等を実施するときは，本委託業務に支障が生じない 

範囲で協力すること。 

⑾ 受託者は，業務の履行に当たって作業の管理体制及び実施体制並びに個人情報の管理の状況（以 

下「管理体制等」という。）について，定期及び随時に，点検を実施し，本市に報告すること。 

また，本市は管理体制等について検査を行うものとし，受託者は，その検査に先立ち毎年２月に 

高知市個人情報取扱委託業務に関する個人情報取扱状況報告書（様式Ｂ－⑱）又は個人情報の取扱 

状況等を報告する書面（以下「取扱状況報告書等」という。）を本市に提出すること。 

 

23 委託料  

⑴ 委託料の支払 

ア 委託料は，月毎に支払うものし，当該年度の委託料を月数で按分した額とする。この場合にお 

いて，按分した額に１円未満の端数が生じたときは当該年度２月目以降の委託料はこれを切り捨 



てた額とし，各月の切り捨てた端数の合計を加えた額を当該年度初回の委託料とする。 

イ 受託者は，翌月５日までに委託業務完了届（月報）（様式Ｂ－⑭）を委託者に提出すること。 

ウ 委託者は，提出されたイの内容を速やかに確認し，受託者に確認結果を連絡するものとする。 

エ 受託者は，ウの連絡を受けた後，所定の様式により委託者に請求するものとする。 

オ 委託者は，受託者から適切な請求書を受理した日から30日以内に支払うものとする。 

⑵ 条件の変動に伴う委託料の変更 

仕様書の条件と実際の調理食数が著しく異なる場合，自然災害等に伴う休校等で実際の給食実施 

日数が著しく異なる場合及び緊急時の対応を実施した場合については，別途協議の上，委託料を変 

更することができる。 

⑶ 委託者が行った評価の結果，業務委託契約書及び仕様書で定められた内容を充足していないこと 

が判明した場合は，委託料の減額等を行うことがある。 

 

 

 

 

 

 

 



別表１ 

１ 高知市立初月小学校                     （令和６年５月１日現在） 

所 在 地 高知県高知市南久万128 

建 築 年 月 昭和56年10月 

延 床 面 積 245㎡ 

給食調理場 

の 方 式 

ウエット施設 ドライ運用 

実施基本日数 概ね190日（参考：令和６年度予定） 

給食基本食数 745食 

使 用 食 器 

（現在使用中のもの） 

ＡＢＳ製（平皿・中食器・小食器） 

ＦＲＰ製（トレー） 

献 立 種 類 

普通食１種類（委託炊飯） 

 食物アレルギー等の個別対応の状況 

  調理での除去対応児童数   20名 

   アレルゲン１食品対応  ：５名 

   アレルゲン２食品対応  ：４名 

   アレルゲン３食品以上対応：11名 

 学校行事等により，一部学年が別献立になることがある。 

配食の方式 

リフト方式（給食ワゴン26台） 

 １階 ７台（１年・２年・特別支援） 

 ２階 ６台（２年・３年・職員室） 

 ３階 10台（３年・４年・５年・６年） 

 ４階 ３台（５年・６年） 

   （令和６年４月30日現在） 

現在の業務 

従事者数 

（参考） 

民間委託 

 

栄養教諭 １名 

学年別学級数 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特別 

支援 

職員

室等 
計 

学級 ４ ５ ４ ４ ３ ４ ５ １ 30 

児童・ 

教職員数 
110  134 113  112 99  123  35  19  745 

配食・返却 

時 間 等 

配食 概ね12時25分までに学級前に給食ワゴンを運搬 

返却 概ね13時20分から給食ワゴンを回収 

受渡方法 

給食ワゴンを，各教室前まで運ぶ。各学級に担任等がいることを確認した

上で受け渡すこと。 

時間割の都合により担任等が教室に不在の場合は，その都度適切に対応を

行うこと。 

 



 

２ 高知市立泉野小学校                     （令和６年５月１日現在） 

所 在 地 高知県高知市東秦泉寺788 

建 築 年 月 昭和57年２月 

延 床 面 積 223㎡ 

給食調理場 

の 方 式 

ウエット施設 ドライ運用 

実施基本日数 概ね194日（参考：令和６年度予定） 

給食基本食数 544食 

使 用 食 器 

（現在使用中のもの） 

ＡＢＳ製（平皿・中食器・小食器） 

ＦＲＰ製（トレー） 

献 立 種 類 

普通食１種類（委託炊飯） 

 食物アレルギー等の個別対応の状況 

  調理での除去対応児童数   15名 

   アレルゲン１食品対応  ：４名 

   アレルゲン２食品対応  ：７名 

   アレルゲン３食品以上対応：４名 

    学校行事等により，一部学年が別献立になることがある。 

配食の方式 

リフト方式（給食ワゴン 21 台） 

 １階 ２台（特別支援） 

 ２階 ４台（１年・職員室） 

 ３階 ９台（２年・３年・４年・特別支援） 

 ４階 ６台（５年・６年） 

   （令和６年５月２日現在） 

現在の業務 

従事者数 

（参考） 

民間委託 

 

栄養教諭 １名 

学年別学級数 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特別 

支援 

職員

室等 
計 

学級 ３ ２ ３ ３ ３ ３ ６ １ 24 

児童・ 

教職員数 
79 61 81 92 81 108 30 12 544 

配食・返却 

時 間 等 

配食 概ね 12時 25分までに学級前に給食ワゴンを運搬 

返却 概ね 13時 40分から給食ワゴンを回収 

受 渡 方 法 

給食ワゴンを各教室前まで運ぶ。各学級に担任等がいることを確認したう

えで受け渡すこと。 

時間割の都合により担任等が教室に不在の場合は，その都度適切に対応を

行うこと。 

 

 



別表２ 給食設備備品リスト

1 初月小学校

番号 品名 総数量 規格寸法等

1 シンク 3
下処理用４槽シンク×１　洗浄用６槽シンク×１
調理用４槽シンク×１

2 回転釜 6 服部　GHT-30

3 フードスライサー 1 中西　MSI-04

4 球根皮むき機 1 アイホー　P-46

5 焼き物機 1 コメットカトウ　CS2-K20

6 真空冷却機 1 サムソン　SVC-40RCL

7 食器洗浄機 1 タニコー　TDWN-28

8 食器消毒保管庫 4
明城製作所　MEW-50M-K　片面×１
タニコー　THE-W-50×２　H202E50BW×１

9 包丁まな板殺菌庫 1 フジマック　FSCD8560SB

10 牛乳保冷庫 2
ホシザキ　MR-120A
中西　EMW-060RM-N

11 大型冷凍冷蔵庫 1 パナソニック　SRR-J1283CVSA

12 冷蔵庫 1 パナソニック　SRR-J1281VSA

13 電子レンジ 1 シャープ　RE-Z7

14 クッキングカッター 2
TESCOM　TK410
パナソニック　MK-K61

15 缶切り機 1 電動式

16 高圧洗浄機 1 K-330

17 移動シンク 5 　

19 移動台 26 内ドライ台7

20 給食ワゴン 27 　

21 はかり 4 10kg(４)・５kg(０)・２kg(２)・100kg（２）

22 表面温度計 1

23 中心温度計 2

24 残留塩素計 1

25 扇風機 6 壁掛け（４）・３脚（２）

26 その他一式 一式



２ 泉野小学校

番号 品名 数量 規格寸法等

1 シンク 4 2槽シンク×1，4槽シンク×3

2 回転釜 5 服部　GHT-30、LPガス

3 フードスライサー 1 中西　MSI-04

4 球根皮むき機 1 アイホー　BB3-2138

5 焼き物機 1 服部　GOC-20-3

6 真空冷却機 1 三浦工業　CM5-40QE

7 食器洗浄機 1 タニコー　TDWN-28R

8 食器消毒保管庫 2 フジマック　FEDBW40

9 包丁まな板殺菌庫 1 中西　NK-310DA

10 食器食缶消毒保管庫 1 北沢　NEW-2001D

11 牛乳保冷庫 1 ホシザキ　MR-180A

12 冷蔵庫 1 福島工業　ARD-120RM

13 冷凍冷蔵庫 1 パナソニック　SRR-K128

14 電子レンジ 1 RE-23

15 クッキングカッター 2 TESCOM TK441 TK440

16 缶切り機 2

17 高圧洗浄機 0

18 移動シンク 3 　

19 移動台 24 うちドライ台4

20 給食ワゴン 24

21 はかり 6 デジタル5　ばね1

22 表面温度計 2

23 中心温度計 3 AD-5625×2，CT-419WP×1

24 残留塩素計 1

25 扇風機 6 　

26 その他一式 1



別表３ 業務区分 

栄養管理 

 教育委員会 受託者 備 考 

1 給食運営の統括 ○   

2 給食運営委員会の開催，運営 ○   

3 給食運営委員会への参加  ○  

4 関係機関との連絡・調整 ○   

5 献立基準の作成 ○   

6 献立発注書の作成 ○   

7 献立発注書の確認  ○  

8 食数の発注・管理 ○   

9 食物アレルギー等個別対応食の発注 ○   

10 食物アレルギー等個別対応食の調理・受渡  ○  

11 残食調査・嗜好調査・アンケート等の企画・実施 ○   

12 残食の計量等上記調査への協力  ○  

13 検食の準備  ○  

14 検食の実施・評価 ○   

15 関係官庁等に提出する給食関係の書類等の確認・提出・保管・管理 ○   

16 上記書類等の作成 ○   

17 上記以外の給食関係の伝票の整理，報告書の作成  ○  

18 給食調理業務に関する書類等の確認・保管 ○   

 

調理作業管理 

 教育委員会 受託者 備 考 

1 業務責任者との打合せ ○ ○  

2 作業工程表・作業動線図の作成・点検  ○  

3 作業工程表・作業動線図の確認 ○   

4 従事者との打合せ  ○  

5 調理  ○  

6 配食  ○ ワゴン等運搬・見守り含む 

7 受渡  ○ 残食の計量・記録含む 

8 食器等洗浄消毒及び保管  ○  

9 作業実施状況の点検  ○  

10 作業実施状況の確認 ○   

11 学校給食日常点検票等の作成・点検  ○  

12 学校給食日常点検票等の確認 ○  各種記録・報告書等 

 

材料管理 

 教育委員会 受託者 備 考 

1 食材の調達（契約から発注まで） ○   

2 食材の検収・報告  ○  

3 食材の確認 ○   

4 食材の保管・在庫管理  ○ 記録含む 

5 食材の使用状況の確認 ○   

6 食材の出納事務 ○  記録の確認 

 



施設設備等管理 

 教育委員会 受託者 備   考 

1 学校給食調理場，設備の設置・改修 ○   

2 学校給食調理場，設備の清掃・維持管理  ○  

3 給食関連廃棄物処理作業  ○  

4 グリストラップの日常清掃・管理  ○  

5 その他の設備（調理器具・食器等)の保守・管理  ○  

6 2～5に関する報告  ○  

7 2～5に関する報告の確認 ○   

8 食缶・食器の計画的な補充 ○   

 

 

労務管理 

 教育委員会 受託者 備   考 

1 勤務表の作成・管理  ○  

2 業務分担・従事者配置の指示  ○  

3 従事者配置の確認 ○   

4 健康管理計画の作成  ○  

5 定期健康診断の実施・報告  ○  

6 定期健康診断実施の確認 ○   

7 定期検便検査の実施・報告  ○  

8 検便検査結果の確認 ○   

9 事故防止対策の策定  ○  

10 従事者に対する研修・講習の計画・実施  ○  

11 従事者に対する研修・講習の実施状況の確認 ○   

 

衛生管理 

 教育委員会 受託者 備   考 

1 衛生面の遵守事項の作成・遵守状況の確認 ○   

2 衛生面の遵守事項の点検  ○  

3 食材の衛生管理  ○  

4 施設・設備（調理器具・食器等）の衛生管理  ○  

5 衣服・従事者等の清潔保持状況等の確認  ○  

6 保存食の確保・管理  ○  

7 納入業者に対する食材料等の衛生管理の指導  ○ 
業務責任者が行い，内容を
報告すること 

8 2～6に関する記録の作成  ○  

9 2～6に関する記録の確認 ○   

10 緊急対応を要する場合の要請 ○   

11 従事者個人の衛生管理・報告  ○  

12 従事者個人の衛生管理の報告の確認 ○   

 



別表４ 経費区分 （負担者 ○は主分担，△は従分担） 
 

設備及び備品・消耗品費等 

内   容 教育委員会 受託者 備  考 

1 学校給食調理業務に必要な基本的設備 ○  
 

2 学校給食調理場の定期点検費 ○  
 

3 什器・食器・器具備品等の補充補修費 ○ ○ 協議事項（※１） 

4 受託者の責めによる修繕等の費用  ○ 協議事項 

5 光熱水費 ○ △ 
 

6 調理用消耗品  ○ 手袋・ポリ袋等 

7 洗浄用消耗品  ○ 洗剤・アルコール等 

8 事務用消耗品  ○ 
 

9 業務用機器類  ○ コピー機・パソコン・洗濯機等 

10 業務用電話設置費・使用料  ○  

11 業務用備品 ○ △ 机・椅子・ロッカー等（※２） 

12 残菜処理費 ○  
 

13 廃棄物処理費 ○  教育委員会設置のものを廃棄 

14 廃棄物処理費  ○ 受託者が設置したものを廃棄 

15 専門業者による定期防虫・防鼠費 ○  （年２回） 

16 日常の防虫・防鼠費  ○ 
 

17 日常の清掃費  ○ 
カウンター及び残菜等保管場所を

含む 

18 専門業者によるグリストラップ清掃費 ○  （年１回） 

19 日常グリストラップ清掃費  ○ 
 

※１ 包丁，まな板，中心温度計等の器具の補充及び受託者が便宜上必要と判断したものについては，受託者負担 

※２ 休憩室に机やロッカーの追加設置を受託者が便宜上必要と判断したものについては，受託者負担 

 

食材費 

内   容 教育委員会 受託者 備  考 

1 食材費 ○   

2 受託者の責めにより追加購入する食材料費  ○ 協議事項 

 

人件費及び保健衛生費 

内   容 教育委員会 受託者 備  考 

1 給与・保険料等の従事者にかかる一切の費用  ○  

2 健康診断料  ○  

3 検便手数料（定期検査）  ○ 月２回の定期検査 

4 検便手数料（臨時検査）  ○ （※２） 

5 被服費  ○  

6 その他の保健衛生費  ○  

※２ 定期検査で陽性反応があったときの追加検査，事故発生時の臨時的検査等検便にかかる一切の費用 

 

その他の費用 

内   容 教育委員会 受託者 備  考 

1 求人募集にかかる費用  ○  

2 教育研修にかかる費用  ○  

3 官庁等への届出にかかる費用  ○ 営業許可申請等 

 

 

 

 

 

 



 

 

別表５ リスク区分 （負担者 ○は主分担，△は従分担） 
 

選定段階 

種類 リスクの内容 教育委員会 受託者 

募集要項等リス

ク 

募集要項等公表資料の内容の誤り ○  

募集要項等公表資料の理解  ○ 

上記の訂正連絡の収受  ○ 

計画変更リスク 教育委員会に起因する事業内容の変更 ○  

応募リスク 応募費用の負担  ○ 

契約締結リスク 
教育委員会事由による契約締結の遅延，締結不能 ○  

受託者事由による契約締結の遅延，締結不能  ○ 

 

全段階共通 

種類 リスクの内容 教育委員会 受託者 

政治関連リスク   

 

法令変更 
本事業に関連する法令，制度の新設及び変更 ○  

法制度，許認可の新設，変更(上記以外のもの）  ○ 

許認可 
教育委員会が取得するべき許認可の遅延 ○  

上記以外の許認可  ○ 

税制 

一般的な税制変更（新設含む）のうち，収益関係税の変更，外形

標準課税に関するもの 
 ○ 

一般的な税制変更（新設含む）のうち，上記以外の変更に関する

もの 
○  

消費税の範囲変更及び税率変更に関するもの ○  

政治関連 政策の変更 ○  

社会リスク   

 

住民問題 
政策に対する住民反対運動，訴訟，苦情，要望等 ○  

上記以外  ○ 

環境問題 受託者が行う業務に起因する環境問題に関するリスク  ○ 

第三者賠償 
受託者が行う業務に起因する事故等  ○ 

上記以外 ○  

債務不履行リスク   

 
受託者 

受託者の事業破綻・事業放棄等  ○ 

受託者のサービス水準の低下  ○ 

不可避 
天災等，教育委員会又は受託者のいずれの責めにも帰すことので

きない自然的又は人為的な事象 
○ △ 

 

準備段階 

リスクの種類 リスクの内容 教育委員会 受託者 

手続リスク 
営業許可申請等にかかる費用の発生に関するもの  ○ 

業務履行前の打ち合わせ等にかかる費用の発生に関するもの  ○ 

第三者賠償 
業務履行前において，受託者が行う業務に起因する事故等  ○ 

上記以外 ○  

 

  



 

 

業務履行段階 

リスクの種類 リスクの内容 教育委員会 受託者 

支払遅延・不能

リスク 
サービス対価の支払遅延・不能 ○  

学校対応リスク 

従事者で対応可能な調理場やカウンター・給食ワゴン等設置場所

での児童生徒等からの苦情や児童生徒間トラブル 
 ○ 

従事者で対応不可能な児童生徒等からの苦情や児童生徒間トラブ

ル 
○ △ 

運営管理リスク   

 

運営管理 要求仕様の不適合  ○ 

施設瑕疵 

使用開始前の施設の瑕疵の修復にかかる費用 ○  

使用開始後の施設の瑕疵の修復にかかる費用 ○  

使用開始後の施設の瑕疵で，受託者の責めによるものの修復にか

かる費用 
 ○ 

運営コスト 
政策の変更による仕様の大幅な変更に伴う運営費の増大 ○  

上記以外の運営費の増大  ○ 

施設損傷 

使用に伴う劣化による施設の損傷 ○  

教育委員会又は第三者の責めによる施設の損傷 ○  

受託者の責めによる施設の損傷  ○ 

帰責者を特定できない施設の損傷 ○ △ 

什器備品 

教育委員会及び第三者の責めによる破損，不具合 ○  

受託者の責めによる破損，不具合  ○ 

帰責者を特定できない破損，不具合 ○ △ 

防犯 
受託者の責めによる事故，不法侵入，盗難等の犯罪の発生  ○ 

上記以外のもの ○  

運営リスク   

 

検収 

関係法令，基準等を遵守せずに食中毒等が発生した場合  ○ 

検収の段階での食材の差し換えを求める場合 ○  

検収後，調理中に食材の瑕疵を発見した場合 ○ △ 

調理 

仕様書，発注書，基準，マニュアル等を遵守せずに，調理を仕上

げることができなくなった場合 
 ○ 

受託者の責めに帰さない事由により調理を仕上げることができな

くなった場合 
○ △ 

給食提供 
給食設備事故，給食提供の遅延，食中毒等  ○ 

児童・教職員数の増減による食数の変動 ○ △ 

受渡 

食材交換等による納入遅延による遅配 ○ △ 

作業の遅れや調理ミスに起因する遅配  ○ 

誤配  ○ 

状況の変動が一定範囲以上の場合 ○ △ 

陳腐化リスク 
施設の機能的，社会的劣化の報告に関すること  ○ 

施設の機能的，社会的劣化 ○  

※ 上記区分は，業務履行前に行う模擬給食，試食会等にかかるリスクについて準用するものとする。 

 

 

その他 

リスクの種類 リスクの内容 教育委員会 受託者 

契約満了に伴う

リスク 

契約満了にかかる事務手続き及び原状復帰に関する費用の発生に

関するもの 
 ○ 

 


